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路線バスの運行状況について 

 

第２次沼津市地域公共交通計画では、計画の進捗管理における状況分析を目的として、

「公共交通軸」及び「主要拠点間」の運行状況をモニタリングすることとしています。 

令和８年４月時点の運行状況については、次頁のとおりです。 

今後も、計画に位置付けた個々のプロジェクトを推進し、利便性の向上に努め、安定し

た路線維持に向けた取り組みを進めていきます。 

 
 

＜計画期間における進捗管理、評価スケジュール＞ 

 前期 中期 後期  

R8 年度 

(2026) 

R9 年度 

(2027) 

R10 年度 

(2028) 

R11 年度 

(2029) 

R12 年度 

(2030) 

R13～ 
(2031～) 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期  

施策実施確認 

内容の評価 

（プロセス評価） 

           

目標の達成 

状況の評価 

（効果の評価） 

           

課題共有 
           

改善と反映 
           

 

＜年間単位の進捗管理、評価スケジュール＞ 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

地域公共交通協議会 
            

主な行事 
            

実施項目 

            

交通まちづくり検討部会             

 

 

前年度の事業評価 
 

事業実施 

実施 状況 の

確認・評価 

毎年確認可

能 な 数 値 の

チェック 

実施の課題 

共有 

次 年 度 実 施

の改善と反映 

中間年の 

目標達成 

状況評価 

最終年の 

目標達成 

状況評価 

反映 反映 反映 反映 

次年度 
予算要求 

事業実施 

次年度事業計画 

当年度の中間評価 
 

❶ ❸ ❷ 

◆ ◆ 
確保維持 
改善計画 

第三者 
評価委員会 

★ 

(必要に応じて実施) 

Ｃ 

Ｐ 

Ｄ 

Ｃ 

改善 
検討 
 

Ａ 

改善 
検討 
 
Ａ 

(必要に応じて実施) 
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▼図1_ 地域公共交通ネッ ト ワ ーク のイ メ ージ

指標⑴ 公共交通軸のサービス 水準の維持の達成率

■達成率の考え方
・ 市内幹線： 平日10～15時台の運行間隔が30分以内
（ １ 時間に２ ～３ 本以上） である 回数の割合を算出

→達成率を確認
・ 市内準幹線： 平日10～15時台の運行間隔が60分以内
（ １ 時間に１ 本以上） である 回数の割合を 算出

→達成率を確認
■計算式

市内幹線30分以内（ 準幹線60分以内） の運行間隔の回数
÷全間隔の回数×100

■評価方法
Ａ ： 80%以上、 Ｂ ： 60%以上80%未満、 Ｃ ： 60%未満の３ 段
階評価

■目標値 Ａ 評価の路線が10本（ 現状維持） 以上

【 目的】
公共交通軸と し て位置づけた路線が、 市民にと って利用し やすい待ち時間で運行さ れている かを把握する 。
市内幹線は30分以内、 市内準幹線は60分以内に次のバス が到着する 割合を算出し 、 サービス 水準の維持状況を
評価する 。 指標が高い水準にある こ と は、 移動のし やすさ や時間の見通し の向上につながり 、 安心し て公共交
通が利用でき る 環境の確保に寄与する 。

評価割合
運行間隔が
30分以内
（ 箇所）

対象と なる
運行間隔
（ 箇所）

運行
間隔

（ 平均）

運行
間隔

（ 最小）

運行
間隔

（ 最大）
区間当該路線路線

A100%3333121020沼津駅～沼津港①沼津港方面軸

市内
幹線

A100%2323151515沼津駅～牛臥入口③静浦・ 伊豆長岡方面軸

A100%1111303030沼津駅～中央病院前⑥大平方面軸

C58%712281050沼津駅～黄瀬川橋
⑦清水町方面軸
（ 旧国一通り 経由）

B69%913261545沼津駅～大岡駅④大岡・ 三島方面軸

A82%911312040沼津駅～宮下
⑨拓南東・ 北小林方面軸
（ 学園通り 経由）

A100%2020171530
沼津駅～ら ら ぽーと
沼津

⑪市立病院方面軸
（ リ コ ー通り 経由）

A90%910333060沼津駅～大諏訪
⑫片浜・ 原方面軸
（ 旧東海道経由）

A100%55606060沼津駅～江川町②我入道方面軸

市内準
幹線

A100%55606060沼津駅～馬場④下香貫方面軸

A100%55606060沼津駅～外原中⑤外原方面軸

A83%56563085沼津駅～筒井町
⑩運転免許センタ ー方面軸
（ 市営球場通り 経由）

▼表２ _ 市内幹線・ 市内準幹線における 日中時間帯の運行間隔と 評価

▼表１ _ 達成率の状況（ 令和８ 年４ 月現在）

合計C評価B評価A評価幹線の分類

8116市内幹線

4004市内準幹線

121110全体

指標⑴ 公共交通軸のサービス 水準の維持の達成率
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▼図２ _ 各地区から 沼津駅ま でのアク セス

指標⑴ 公共交通軸のサービス 水準の維持の達成率

■運行本数のカウ ント 方法
・ 行き 時間帯（ 朝） ：
各地区センタ ーの最寄り バス 停及び鉄道駅から ７ ～９

時台に沼津駅へ到着する 平日の公共交通の運行
本数をカウ ント し ま す。

・ 帰り 時間帯（ 夕） ： 16～18時台に沼津駅を出発し 、
各地区センタ ーの最寄り バス 停及び鉄道駅ま で
の平日の公共交通の運行本数をカウ ント し ま す。

・ １ 往復以上確保さ れていれば【 〇】 、 確保さ れてい
なければ【 ×】 と し て集計し ま す。

■計算式 １ 往復でも 公共交通が確保さ れている 拠点
数【 〇】 ÷ 全18拠点 × 100

■目 標 100％の維持

【 目的】
郊外部から 市中心部への移動機会が安定的に確保さ れ、 地域間における 交通手段の利便性を維持する こ と を目
的と し て設定。 市内18か所の地区センタ ーを主要拠点と し て位置づけ、 沼津駅ま での公共交通によ る 往復経路
が朝夕の時間帯に確保さ れている かを評価する こ と で、 生活に必要な移動手段が最低限維持さ れている 状況を
把握する 。

▼表３ _ 各地区センタ ーから の公共交通によ る アク セス 状況と 評価

指標⑵ 主要拠点間を結ぶ公共交通ネッ ト ワ ーク 維持率

維持率（ 令和８ 年４ 月現在）

【 〇】 18拠点 ÷ 全18拠点 × 100

＝ 100％

評価
②夕（ 16～18時台） に
沼津駅を出発する 便数

①朝（ 7～9時台） に
沼津駅へ到着する 便数

乗継
拠点

各地区センタ ーの最寄り バス 停・ 鉄道駅

バス 停・ 鉄道駅

○6路線バス6路線バス-保険教育センタ ー前第一地区センタ ー1

○5路線バス4路線バス-千本入口第二地区センタ ー2

○3路線バス6路線バス-沼津三中前第三地区センタ ー3

○7路線バス13路線バス-吉田町第四地区センタ ー4

○16路線バス20路線バス-加藤学園入口第五地区センタ ー5

○3路線バス5路線バス-
三明寺入口・ 門池中学

校入口
門池地区センタ ー6

○6路線バス6路線バス-グラ ウ ン ド 前金岡地区センタ ー7

○
10路線バス11路線バス-

大岡駅前大岡地区センタ ー8
6鉄道7鉄道-

○
1路線バス1路線バス-

東原愛鷹地区センタ ー9
2鉄道⇒路線バス1路線バス ⇒鉄道片浜駅

○6路線バス5路線バス-大諏訪天神前片浜地区センタ ー10

○3鉄道⇒路線バス4路線バス ⇒鉄道片浜駅今沢団地中央公園前今沢地区センタ ー11

○4路線バス9路線バス-大平小学校前大平地区センタ ー12

○12路線バス15路線バス-静浦地区センタ ー前静浦地区センタ ー13

○4路線バス6路線バス-オキシーテッ ク 前内浦地区センタ ー14

○
3路線バス4路線バス-

立保西浦地区センタ ー15
--1戸田・ 江梨線⇒路線バス木負農協

○
1路線バス1路線バス-

原駅原地区センタ ー16
12鉄道12鉄道-

○
1路線バス1路線バス-

東平沼浮島地区センタ ー17
3鉄道⇒ミ ュ ーバス 原・ 浮島線4ミ ュ ーバス 原・ 浮島線⇒鉄道原駅

○
1路線バス1路線バス-

戸田戸田地区センタ ー18
-1戸田・ 江梨線⇒路線バス木負農協
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